
「夏休み公開講座 もっと知ってほしい小児がんのこと」 

実施報告 

 

小児がんについて一般の子どもたちに関心を持ってもらうことを目的に企画した夏休み公開講座は、今年

で3回目の開催となりました。今回も、キャンサーネットジャパンとの共催で、2019年 8月 10日に神奈

川県立こども医療センター講堂で開催いたしました。午前中は、「小児がんってどんな病気？」をテーマに医

師からの講義、また小児がん体験者からのお話しの後、模擬でのレモネードスタンドを行いました。また午

後には「小児がん治療・支援を体験しよう！」をテーマに、小児外科の医師や病理部門が中心となって、子

どもたちの体験学習を行いました。今回は対象者を小学4年生以上として、当日は9名のキャンセルもあり

ましたが、小・中・高校生合わせて 43名のお子様の参加がありました。 

イベントは、スイカキャップを身に付けて登場した当センター

町田治郎総長の開会のあいさつから始まりました。続いて、血液・

腫瘍科部長の後藤裕明医師から、「“小児がん”ってどんな病気？」

として約 30 分のミニレクチャーがありました。半数の子どもた

ちが「子どもにもがんができることを知っている」とのことでし

た。参加した子どもたち

はもちろん、見学に来ら

れていた約 50 名の付き添いのご両親らも熱心に先生のお話しを聴

いてくださっていました。その後、現在は 20 代前半で小学校の教

師をしている小児がん経験者から、小学 6 年生から中学 2 年生ま

での入院・闘病経験を通したお話しがありました。「治療はきつかっ

たこと」「病気になって、夢や楽しみが奪われたこともあるが、経験

を生かして、子どもたちに命の大切さを伝えたいと小学校の教師に

なったこと」、また「強い自分になれたこと」を語って下さいました。子どもたちはメモを取りながら真剣に

聞き入り、また目頭を熱くされている親御さんもいらっ

しゃったようでした。 

手洗いタイムも含んだ

休憩の後、アメリカで

レモネードスタンドを

始めたアレックスちゃ

んのお話しの動画、レ

モネードづくりが始ま

りました。みんなで協力しながら作ったレモネードは甘

酸っぱいけど「おいしい！」の声がきかれていました。そ

しておもちゃのお金を手にした見学者へ「レモネードはい

かがですか？」と掛け声をかけ、レモネードスタンドの体

験を行いました。その後、感想を書いて午前中の体験を共

有しました。 

以下は、午前中の様子の一部を写真でご紹介しています。 

（お写真は、全て許可を得て掲載しています） 



 

まずはお砂糖をはかります。。 協力し合って。。 

入れすぎないように。。 

 

あとは水をいれてまぜるだけ。。 

 

「レモンネードはいかがですか？」 

 

「ありがとうございます」（やった！売れた） 

 

いっぱい感想も書きました 

 

感想を発表してくれました 

 

 



お昼休憩の前に、午後の体験学習に向けて当院小児が

んセンター長で外科医長の北河医師から、「小児がん

はこうやって見つける！治す！」をテーマに、実際の

画像などを見せながら、どのように検査したり、手術

したりするのかについてのお話しがあり、子どもたち

は真剣に聞いている様子でした。 

午後の体験の案内の後、集合写真を撮って、お昼休憩

に入りました。 

 

【集合写真】 

 

 

午後は、「がんの細胞を顕微鏡で見てみよう」「エコー検査を体験してみよう」「模擬手術を体験しよう」

「内視鏡をのぞいてみよう」の4つの

コーナーが設けられ、外科や病理の先

生たちからの説明やお手伝いのもと、

みんな熱心に参加している様子でし

た。そして、お子様たちのその様子を、

お父さんお母さんが記念撮影している

様子も見られました。 

会場は大盛況！ ⇒ 

 

次に各コーナーの様子を紹介します。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

口のなかをのぞいてみよう！ 

「わあ～」 

使い方を教わって・・見えるかな？ 

お母さんも真剣 

みんな真剣にのぞいています 



 

くすぐったいよ～ 

      ぼくの心臓 みえるかな？ 

 

エコー検査は二人一組で、先生の指導の

もと、お互いの臓器をみてみました！ 

真剣です 

手術着がさまになってます 

お父さんたちは、子どもたちの手術姿を・・ 


